
卒論・修論チェックリスト

1. 内容について
題目
✓ 研究のテーマを適切かつ魅力的に表現していますか？
✓ 研究の目的、範囲、方向性、手法が具体的に示されていますか？
✓ 専門家の関心を惹くような独創性が題目に反映されていますか？
目次
✓ 論文の全体像が目次だけで把握できるよう、章・節のタイトルや構成が適切ですか？
✓ 論理的な流れが目次構成から読み取れますか？
背景
✓ 研究の必要性が社会的・学術的文脈から明確に説明されていますか？
✓ 関連する先行研究を網羅的に紹介し、未解決の問題を明確に指摘していますか？
✓ 研究分野の最新の国際的動向が反映されていますか？
目的
✓ 研究で解決すべき課題や達成したいことが具体的かつ明確に説明されていますか？
✓ 研究の独自性や革新性が強調されていますか？
✓ 研究目的と背景との関連性が明確に示されていますか？
方法
✓ 研究手順が再現可能なレベルで詳細に説明されていますか？
✓ データ収集、処理、分析の手続きが透明で一貫していますか？
✓ 採用した研究方法の妥当性や限界について言及していますか？
✓ 統計分析や実験デザインの適切性が説明されていますか？
✓ 研究倫理に関する配慮や承認プロセスについて言及していますか？
結果
✓ 研究結果が図表を適切に用いて分かりやすく説明されていますか？
✓ 提示するデータが論旨を効果的に支持するよう適切に選択されていますか？
✓ 統計的有意性や効果量など、結果の重要性を示す指標が適切に報告されていますか？
✓ 予期せぬ結果や例外的なデータについても公正に報告されていますか？
考察
✓ 結果に基づいて、研究の結論が論理的に導かれていますか？
✓ 結果の解釈が多角的な視点から行われていますか？
✓ 研究成果の実用性や応用可能性が具体的に考察されていますか？
✓ 先行研究との比較や対照が適切に行われていますか？
✓ 研究の限界と将来の研究方向性について詳細に考察されていますか？
結論
✓ 研究目的と結論の関連性が明確に説明されていますか？
✓ 研究成果の学術的・社会的意義、波及効果が十分にアピールされていますか？
✓ 研究の独自性や革新性が改めて強調されていますか？
総括
✓ 研究の全体像（目的～結論）が簡潔かつ適切にまとめられていますか？
✓ 今後の課題や将来の研究展望が具体的に述べられていますか？
✓ 研究の学術的貢献度が明確に示されていますか？
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2. 論理構成と文章について
論理構成
✓ 論文全体を通じて論理の一貫性が保たれていますか？
✓ 各章・節の繋がりが自然で、論旨の流れがスムーズですか？
✓ 主張とそれを支持する証拠の関係が明確ですか？
✓ 反論の可能性を考慮し、それに対する応答が含まれていますか？
文章
✓ 誤字・脱字がなく、読みやすい文章になっていますか？
✓ 物理量の単位が適切に表記されていますか？
✓ 専門用語が適切に使用され、学術的な文体で統一されていますか？
✓ パラグラフ構成が適切で、各パラグラフに明確なトピックセンテンスがありますか？
✓ 文章の長さやリズムに変化をつけ、読みやすさに配慮していますか？

3. 図表と視覚資料

✓ 図表や文字の配置・配色がバリアフリーに配慮されていますか？
✓ 図表が本文を補完し、効果的に情報を伝えていますか？
✓ 全ての図表に適切なキャプションと説明が付されていますか？
✓ 引用した図表の出典が適切に明記されていますか？
✓ オリジナルの図表が研究の独自性を示すために効果的に使用されていますか？

4. 引用と参考文献

✓ 必要十分な参考文献が挙げられ、本文中で適切に引用されていますか？
✓ 引用の形式（直接引用、間接引用）が適切に使い分けられていますか？
✓ 参考文献リストが指定された形式で正確に作成されていますか？
✓ 最新の研究動向を反映した文献が含まれていますか？
✓ 自己剽窃を避け、過去の自身の研究を適切に引用していますか？

5. 研究倫理とデータの信頼性

✓ 研究倫理に関するガイドラインを遵守していますか？
✓ データの収集、保管、処理が適切に行われ、その過程が透明に記述されていますか？
✓ 利益相反の可能性がある場合、適切に開示されていますか？
✓ 共同研究者や協力者の貢献が適切に認識され、謝辞に記載されていますか？

6. プレゼンテーションと質疑応答の準備

✓ 発表用スライドが論文の要点を簡潔かつ効果的に伝えるものになっていますか？
✓ 発表時間内に収まるよう、内容が適切に取捨選択されていますか？
✓ 想定される質問に対する回答を準備していますか？
✓ 研究の限界や今後の課題について、建設的な議論ができる準備がありますか？

7. 最終チェック

✓ 指導教員やピアレビューからのフィードバックを適切に反映させましたか？
✓ 論文全体を通して一貫したフォーマットや引用スタイルが使用されていますか？
✓ 提出前に第三者に通読してもらい、客観的な視点からのフィードバックを得ましたか？
✓ 提出期限や提出方法など、すべての要件を満たしていることを確認しましたか？
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